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がん患者における生殖機能の温存について（提案） 

 
 近年のがんに対する薬物療法をはじめとする集学的治療の進歩により、治癒するがん患

者や長期生存するがん患者が増えています。その反面、性腺機能不全や妊孕性の消失、そし

て早発閉経などを引き起こし、いわゆる患者さんの生活の質をおとす大きな要因の一つと

なっています。 
沖縄県においても、がん患者（すべての男性患者、0～50歳の女性患者）対する生殖機能

の温存に関する対応が不十分であると思われます。 
特に拠点病院等においては、別紙の「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」にあ

るように、「生殖機能の温存に関しては、患者の希望を確認し、院内または地域の生殖医療

に関する診療科についての情報を提供するとともに、当該診療科と治療に関する情報を共

有する体制を整備すること。」が義務付けられています。 
そこで、小児・AYA部会では、 

１ 協議会に参画している６つの拠点病院等における対象患者すべてに別紙のような資料

を、主治医から配布し、かつ説明を行うことを提案します 
２ そのために、沖縄県共通（当初は、県拠点病院から）の説明文書を作ることを提案しま

す 
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がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針

Ⅰ がん診療連携拠点病院等の指定について

Ⅱ 地域がん診療連携拠点病院の指定要件について

１ 診療体制

（１）診療機能

① 集学的治療等の提供体制及び標準的治療等の提供

コ 思春期と若年成人（Adolescent and Young Adult; AYA）世代（以下「ＡＹＡ世代」と

いう。）にあるがん患者については治療、就学、就労、生殖機能等に関する状況や希望

について確認し、必要に応じて、対応できる医療機関やがん相談支援センターに紹介す

ること。

サ 生殖機能の温存に関しては、患者の希望を確認し、院内または地域の生殖医療に関する

診療科についての情報を提供するとともに、当該診療科と治療に関する情報を共有する

体制を整備すること。

Ⅲ 特定機能病院を地域がん診療連携拠点病院として指定する場合の指定要件について

Ⅳ 都道府県がん診療連携拠点病院の指定要件について

Ⅴ 国立がん研究センターの中央病院及び東病院の指定要件について

Ⅵ 特定領域がん診療連携拠点病院の指定要件について

Ⅶ 地域がん診療病院の指定要件について

１ 診療体制

（１）診療機能

① 集学的治療等の提供体制及び標準的治療等の提供

コ ＡＹＡ世代にある、がん患者については治療、就学、就労、生殖機能等に関する状況や

希望について確認し、必要に応じて、対応できる医療機関やがん相談支援センターに紹

介すること。

サ 生殖機能の温存に関しては、患者の希望を確認し、院内または地域の生殖医療に関する

診療科について情報を提供するとともに、当該診療科と治療に関する情報を共有する体

制を整備すること。

Ⅷ 既指定病院の取扱い、指定・指定の更新の推薦手続等、指針の見直し及び施行期日につ

いて
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がん治療と妊娠 

～がん治療克服後の妊娠の可能性を残すことについて～ 

 

 近年、がんに対する集学的治療の進歩によって、多く

の患者さんが癌を乗り越えるようになってきています。  

しかし、若い患者さんに対する化学療法や放射線治療

は、卵巣や精巣の機能不全、妊娠する可能性の消失、  

早発閉経などを引き起こす場合があります。がん治療に

よってそのような状況になる可能性の高い患者さんに対

しては将来妊娠する可能性を残す方法（妊孕性にんよう

せい温存療法）として、男性は精子凍結、女性では卵子・

受精卵凍結を行っています。   

   まずはがんを治療することが大前提ですが、その後

の妊娠について不安をお持ちのかたはぜひ、主治医へ

ご相談ください。  がんの状態を十分に把握し、妊孕性

にんようせい温存療法が可能かどうか相談させていただ

きます。   
 

＜対象＞ 

  40 歳未満の男女で、がんの予後が良好であると予想

され、治療終了後に挙児を希望する患者さん。既婚・未

婚は問いません。   
 



＜紹介方法＞ 

① がん治療担当医（主治医）に、妊孕性にんようせい温

存療法についてご相談ください。主治医ががんの状態を

考慮し、妊孕性にんようせい温存療法について検討して

もよいと判断した場合は、当院へ紹介いただくことになり

ます。   

② 当院地域連携室を通して「がんと生殖医療カウンセリ

ング」へ予約いただきます。   
 

＜診療費について＞ 

  1. カウンセリングは自費診療（10,000 円）となっており

ます。 

  2. 卵子凍結はおよそ 20～25 万円、精子凍結はおよ

そ 2 万円かかります。 
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沖縄がんと生殖医療ネットワーク
琉球大学医学部附属病院産科婦人科
教授(婦人科腫瘍専門医・指導医)青木　陽一
講師(生殖医療専門医)銘苅　桂子　



妊孕性についての説明 
 今回、あなた（あなたのお子さん）は          という病気の診断を受けま

した。この病気は悪性腫瘍のひとつで、いわゆる「小児がん」にあたります。生命に関わ

る病気であり、正確な診断とエビデンスに基づいた治療が必要です。治療は、抗がん剤を

用いる化学療法、放射線治療、外科的手術、造血細胞移植があり、病状に応じて選択して

いきます。治療が進歩している現在、小児がん全体の治癒率は 80％に上っています。 
 
 これらの治療は残念ながら副作用を伴います。詳細は主治医より別途説明を受けている

と思います。その中でも重要なことが、「妊孕性」です。これは将来妊娠し子どもを授か

ることが可能かどうか、ということです。女の子でも男の子でも同じ問題です。以下に、

少し詳しく説明します。 
 
 治療に用いる抗がん剤、放射線は、本質的に卵巣機能、精巣機能を障害する作用があり

ます。その結果、無月経、乏精子症をきたし、生殖能力が低下します。どのような抗がん

剤をどの程度使用すると、また放射線をどの部位にどの程度照射すると、機能がどの程度

失われるのか、ということについては、ある程度のデータがありますが、よく分かってい

ないこともあります。詳しくは、別途の「がん治療を開始するにあたって」をお読みくだ

さい。今回のあなた（あなたのお子さん）の治療について、大きな影響がなければ特に心

配なさらないで結構です。もし、妊孕性に問題がある治療であれば、治療前に妊孕性を温

存することを考えていただく必要があります。 
  
 現在、当院の産婦人科ではそのような患者さんのために、「妊孕性温存療法」の専門外

来を開設しています（http://www.hosp.u-ryukyu.ac.jp/information/jsfp.html）。ご希望があればご紹介

いたしますので、いつでも主治医に申し出てください。女児では卵子・卵巣凍結保存、男

児では精子凍結保存（思春期以降）が可能です。思春期前の男児については、精巣組織凍

結保存が一部の施設で研究的に行われています。 

 
 今、困難な病気を発症したばかりで、身体も心もとても厳しい状況にあることは理解し

ております。しかし、治療で病気が治った後、将来パートナーを得てこどもを授かれるよ

う、現時点でできる最善の方法を考えていただきたいと思います。私たちは、そのための

支援を惜しみません。 

令和  年  月  日 

                     説明者            

                     同席者            
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妊孕性についての説明 
 今回、あなた（あなたのお子さん）は          という病気の診断を受けま

した。この病気は難治生で生命に関わる病気であり、正確な診断とエビデンスに基づいた

治療が必要です。今回、あなた（あなたのお子さん）の治療については造血細胞移植が最

善と判断しました。 
 
 造血細胞移植については、残念ながら副作用、合併症を伴います。詳細は主治医より別

途説明を受けていると思います。その中でも重要なことが、「妊孕性」です。これは将来

妊娠し子どもを授かることが可能かどうか、ということです。女の子でも男の子でも同じ

問題です。以下に、少し詳しく説明します。 
 
 移植前処置に用いる抗がん剤、放射線は、本質的に卵巣機能、精巣機能を障害する作用

があります。その結果、無月経、乏精子症をきたし、生殖能力が低下します。どのような

抗がん剤をどの程度使用すると、また放射線をどの部位にどの程度照射すると、機能がど

の程度失われるのか、ということについては、ある程度のデータがありますが、よく分か

っていないこともあります。今回のあなた（あなたのお子さん）の移植について、大きな

影響がなければ特に心配なさらないで結構です。もし、妊孕性に問題がある治療であれば、

治療前に妊孕性を温存することを考えていただく必要があります。 
  
 現在、当院の産婦人科ではそのような患者さんのために、「妊孕性温存療法」の専門外

来を開設しています（http://www.hosp.u-ryukyu.ac.jp/information/jsfp.html）。ご希望があればご紹介

いたしますので、いつでも主治医に申し出てください。女児では卵子・卵巣凍結保存、男

児では精子凍結保存（思春期以降）が可能です。思春期前の男児については、精巣組織凍

結保存が一部の施設で研究的に行われています。 

 
 今、困難な病気を発症したばかりで、身体も心もとても厳しい状況にあることは理解し

ております。しかし、治療で病気が治った後、将来パートナーを得てこどもを授かれるよ

う、現時点でできる最善の方法を考えていただきたいと思います。私たちは、そのための

支援を惜しみません。 

令和  年  月  日 

                     説明者            

                     同席者            
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妊孕 E

にんよう

AAE性 E

せ い

AAE温存 E

おんぞん

AA E療法 E

りょうほう

A（妊娠する可能性をのこすための治療） 

 今回のあなたの病気に対しては、抗がん剤を用いる化学療法、放射線療法、造血
ぞうけつ

幹
か ん

細胞
さいぼう

移植
いしょく

等から最善と判断される治療法を選択いたします。しかしながらこれらの治療

法には副作用を伴います。その中の一つに、「妊孕
にんよう

性
せ い

の消失」があります。これは、治

療が終わった後、妊娠し子どもを授かるが可能性が消失する、ということです。女性で

も男性でも同じ問題です。以下に、少し詳しく説明します。 
 
 抗がん剤や、放射線は、卵巣の機能、精巣の機能を障害する作用があります。その結

果、無月経（生理がこない）、乏精子症（精子の数が減る）をきたし、妊娠する能力が低

下します。どのような抗がん剤をどの程度使用すると、また放射線をどの部位にどの程

度照射すると、機能がどの程度失われるのか、ということについては、ある程度のデー

タがありますが、よく分かっていないこともあります。もし今回の治療が卵巣や精巣の

機能を障害する可能性があれば、治療前に将来妊娠する可能性を残しておくことを考え

ていただく必要があります。 
  

 現在、当院の産婦人科ではそのような患者さんのために、「妊孕
にんよう

性
せ い

温存
おんぞん

療法
りょうほう

（将来

妊娠する可能性を残しておく方法」の専門外来を開設しています（http://www.hosp.u-

ryukyu.ac.jp/information/jsfp.html）。ご希望があればご紹介いたしますので、いつでも主治

医に申し出てください。もともとの病気の状態にもよりますが、女性では卵子・卵巣凍

結保存、男性では精子凍結保存が可能です。 

 
 今、困難な病気を発症したばかりで、身体も心もとても厳しい状況にあることは理解

しております。しかし、治療で病気が治った後、こどもを授かれるよう、現時点ででき

る最善の方法を考えていただきたいと思います。私たちは、そのための支援を惜しみま

せん。 

令和  年  月  日 

琉球大学医学部附属病院       科   

説明者           印 

                     同席者           印 
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